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教育用ラジコン模型船を使用した操船教育に関する研究

模型船に乗船し、外的要因によって発生する特殊な船体運動を伴いながら操船経験を行うことが
できる教育手法をマンドモデルと呼ぶ。本研究は、操船コンソールを無線通信（wi-fi）で模型船を
操縦する、教育用ラジコン模型船の開発とラジコン模型船を使用した初学者向けの操船教育プロ
グラムの開発を実施している。図１のように、実際の航海船橋と同様、当直航海士が状況を確認
しながら操舵手役にオーダーし、操舵手はパソコンやタブレットを操船コンソールとして模型船に
指示し、模型船を動かすことができる。
この操船コンソールは、操舵手役の操舵角度、
エンジンテレグラフ操作、声などを記録することが可能。
また、ドローンを使用し、上空から操船軌跡を撮影記録
している。記録以外にも、一定針路をとり続けることが
できるAuto Pilotや、船体にカメラを積み込み、船橋目
線での操船訓練も可能になっている。現在までに、シ
ングルターンを使用した救助操船、音戸瀬戸通航を想
定した、狭水道通過時の操船を題材に教材開発してき
た。学生主体で、教育プログラムの開発、本船の操船
特性の解析、模型船の改良を実施している。

本研究の成果・適用分野・アピールポイント

右図に、操船記録をもとに作成した、操船評価シートを示す。
操船時の航跡、操船者の目線、操舵角、エンジン使用の情報
を統合化することにより、操船者がどのようなことに注意し、操
船行動をとったのかがわかり、それを評価・教育に利用する事
により、操船者の操船能力の涵養を行うことができると考えら
れる。操船能力の向上や現役航海士の操船行動の傾向等を
明らかにするための調査を現在を実施している。さらに、記録
から操船熟練者の傾向を自動で選択し、その際の操船行動を
PCが判断するシステムの開発を行っている。
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